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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
設定データセットを構成する各設定項目データに基づいて動作する超音波診断ユニットと
、
複数の候補項目データからなる候補データセットが複数個登録されたデータベース手段と
、
外部入力指示に対応する候補データセットを前記データベース手段から取得する取得手段
と、
前記データベース手段から取得された複数個の候補データセットを集合処理して前記設定
データセットを生成する生成手段と、
前記生成された設定データセットを前記超音波診断ユニットに設定する設定手段と、
を有する超音波医療システム。
【請求項２】
請求項１記載の超音波医療システムであって、
前記各候補項目データ及び前記各設定項目データは、それぞれ、前記超音波診断ユニット
の動作パラメータに対応する、ことを特徴とする超音波医療システム。
【請求項３】
請求項２記載の超音波医療システムであって、
前記集合処理は、前記各候補項目データを前記各設定項目データとして割り当てる、こと
を特徴とする超音波医療システム。
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【請求項４】
請求項３記載の超音波医療システムであって、
前記集合処理は、前記同一の動作パラメータに対応する候補項目データが複数存在する場
合、外部入力指示に基づいて選択された候補項目データを前記設定項目データとして割り
当てる、ことを特徴とする超音波医療システム。
【請求項５】
請求項３記載の超音波医療システムであって、
前記集合処理は、前記同一の動作パラメータに対応する候補項目データが複数存在する場
合、予め決定された優先順位に基づいて選択された候補項目データを前記設定項目データ
として割り当てる、ことを特徴とする超音波医療システム。
【請求項６】
請求項５記載の超音波医療システムであって、
前記各候補データセットは特定の種類に対応付けられ、
前記優先順位は、前記種類に応じて決定される、ことを特徴とする超音波医療システム。
【請求項７】
請求項５記載の超音波医療システムであって、
前記優先順位は、前記候補データセットの取得順序に応じて決定される、ことを特徴とす
る超音波医療システム。
【請求項８】
請求項５記載の超音波医療システムであって、
前記優先順位は、前記候補データセットの作成日時に応じて決定される、ことを特徴とす
る超音波医療システム。
【請求項９】
超音波診断ユニットとデータベース手段が通信回線で接続された超音波医療システムであ
って、
前記超音波診断ユニットは、設定データセットを構成する各設定項目データに基づいて動
作する超音波診断ユニットであり、
前記データベース手段は、複数の候補項目データからなる候補データセットが複数個登録
されたデータベース手段であり、
外部入力指示に対応する候補データセットを前記データベース手段から取得する取得手段
と、
前記データベース手段から取得された複数個の候補データセットを集合処理して前記設定
データセットを生成する生成手段と、
前記生成された設定データセットを前記超音波診断ユニットに設定する設定手段と、
を有する超音波医療システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、超音波医療システムに関し、特に、予め登録されている装置設定情報に基づい
て動作する超音波診断装置を有する超音波医療システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
超音波診断装置は多様な機能を有しているため、その利用の際に複雑な装置設定が必要と
される。 この複雑な装置設定による設定作業の煩雑さを解消するため、超音波診断装置
にはプリセット機能が設けられている。プリセット機能とは、装置設定のいくつかについ
てユーザが所望の設定値を予め登録しておき、登録されている設定値を超音波診断装置に
読み取らせることでユーザ所望の複雑な装置設定を容易に実現する機能である（例えば、
特許文献１,２参照）。
【０００３】
従来の超音波診断装置のプリセット機能には、必要な設定値を超音波診断装置本体に登録
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して超音波診断装置固有の装置設定情報として利用するものや、超音波診断装置が読み書
き可能なリムーバルディスクに設定値を登録して複数の超音波診断装置間で共有の装置設
定情報として利用するものがある。
【０００４】
【特許文献１】
特開平１０－３０５０３４号公報
【特許文献２】
特開平０６－１０５８３８号公報
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
従来の超音波診断装置では、超音波診断装置本体に登録できる装置設定情報の情報量が装
置によって限定されてしまい、また、登録した装置設定情報がどの装置設定に関するもの
なのかをユーザが覚えておく必要があった。このため、特定ユーザ用の情報や特定患者用
の情報といった複雑な装置設定情報を扱うことが困難であった。一方、リムーバルディス
クに登録した装置設定情報を利用する場合、設定の度に超音波診断装置にリムーバルディ
スクの内容を読み取らせる必要があり手間が掛かっていた。
【０００６】
本発明は上記従来の課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、複雑な装置設定情報
が登録可能でしかも使い勝手のよい装置設定機能を有する超音波医療システムを提供する
ことにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
（１）上記目的を達成するために、本発明に係る超音波医療システムは、設定データセッ
トを構成する各設定項目データに基づいて動作する超音波診断ユニットと、複数の候補項
目データからなる候補データセットが複数個登録されたデータベース手段と、外部入力指
示に対応する候補データセットを前記データベース手段から取得する取得手段と、前記デ
ータベース手段から取得された複数個の候補データセットを集合処理して前記設定データ
セットを生成する生成手段と、前記生成された設定データセットを前記超音波診断ユニッ
トに設定する設定手段と、を有するものとする。
【０００８】
上記構成によれば、例えば、各候補データセットを特定ユーザ用のデータセットや特定患
者用のデータセットとすることで、ユーザ毎の情報あるいは患者毎の情報といった複雑な
装置設定情報を扱うことが可能になる。しかも、複数個の候補データセットがデータベー
ス手段で集中的に管理されているため装置設定情報を複数のリムーバルディスクに分割し
て登録することによる手間も解消できる。
【０００９】
望ましくは、前記各候補項目データ及び前記各設定項目データは、それぞれ、前記超音波
診断ユニットの動作パラメータに対応するものとする。
【００１０】
望ましくは、前記集合処理は、前記各候補項目データを前記各設定項目データとして割り
当てるものとする。
【００１１】
望ましくは、前記集合処理は、前記同一の動作パラメータに対応する候補項目データが複
数存在する場合、外部入力指示に基づいて選択された候補項目データを前記設定項目デー
タとして割り当てるものとする。
【００１２】
上記構成によれば、ユーザからの外部入力指示に基づいて候補項目データが選択されるた
め、ユーザ所望の設定により近い装置設定が実現できる。
【００１３】
望ましくは、前記集合処理は、前記同一の動作パラメータに対応する候補項目データが複
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数存在する場合、予め決定された優先順位に基づいて選択された候補項目データを前記設
定項目データとして割り当てるものとする。
【００１４】
上記構成によれば、予め決定された優先順位に基づいて候補項目データが選択されるため
、ユーザ指示を必要としない自動的な装置設定が実現できる。
【００１５】
望ましくは、前記各候補データセットは特定の種類に対応付けられ、前記優先順位は、前
記種類に応じて決定されるものとする。
【００１６】
上記構成によれば、例えば、各候補データセットを特定検査者用のデータセットや特定患
者用のデータセットに分類し、特定検査者用のデータセットよりも特定患者用のデータセ
ットの候補項目データを優先して選択する装置設定が実現できる。これにより、重複がな
い候補項目データについてはユーザである検査者所望の装置設定を維持した上で、重複す
る候補項目データについてのみ特定患者用の装置設定を利用できるため、特定患者の経過
観察に有効である。
【００１７】
望ましくは、前記優先順位は、前記候補データセットの取得順序に応じて決定されるもの
とする。
【００１８】
上記構成によれば、例えば、最後に取得した候補データセットを優先して選択することが
できる。
【００１９】
望ましくは、前記優先順位は、前記候補データセットの作成日時に応じて決定されるもの
とする。
【００２０】
上記構成によれば、例えば、最新の候補データセットを優先して選択することができる。
【００２１】
（２）また、上記目的を達成するために、本発明に係る超音波医療システムは、超音波診
断ユニットとデータベース手段が通信回線で接続された超音波医療システムであって、前
記超音波診断ユニットは、設定データセットを構成する各設定項目データに基づいて動作
する超音波診断ユニットであり、前記データベース手段は、複数の候補項目データからな
る候補データセットが複数個登録されたデータベース手段であり、外部入力指示に対応す
る候補データセットを前記データベース手段から取得する取得手段と、前記データベース
手段から取得された複数個の候補データセットを集合処理して前記設定データセットを生
成する生成手段と、前記生成された設定データセットを前記超音波診断ユニットに設定す
る設定手段と、を有するものとする。
【００２２】
上記構成によれば、超音波診断ユニットを有する超音波診断装置とデータベース手段であ
るサーバを異なる場所に設置することが可能になる。また、例えば、複数の超音波診断装
置に対する候補項目データを同一サーバに管理させることで超音波診断装置間の装置設定
情報の共有が容易になる。
【００２３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の好適な実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００２４】
図１には、本発明に係る超音波医療システムの好適な実施形態が示されており、図１はそ
の全体構成を示すブロック図である。超音波医療システムは、複数の超音波診断装置とサ
ーバ４０が通信回線であるＬＡＮケーブル６０を介して接続された構成である。各超音波
診断装置において、超音波を送受波する送受波部１０、送受波部１０から受信信号を取得
して信号処理を行う信号処理部１２、信号処理部１２から信号処理結果を取得して画像表
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レイ１６、ユーザからの操作を受け付ける操作パネル２６、及び、超音波診断装置内の各
部を集中制御する制御ＣＰＵ１８からなる超音波診断ユニットが、ユーザである検査者の
指示に基づいて超音波画像の取得等を行う。各超音波診断装置は、さらに、取得手段であ
るデータセット取得部２８、生成手段であるデータセット生成部２０、設定手段であるデ
ータ設定部２２、プリセットメモリ２４及び通信インターフェース（通信ＩＦ）３０を有
しており、サーバ４０からプリセット情報を取得することでプリセット機能を実現してい
る。これらプリセット機能に関する各部の動作については後に詳述する。
【００２５】
データベース手段であるサーバ４０は、通信インターフェース（通信ＩＦ）４２、制御Ｃ
ＰＵ４４及びデータベース部４６で構成されている。サーバ４０内の各部を集中制御する
制御ＣＰＵ４４は、超音波診断装置の要求に応じて、データベース部４６内に登録されて
いるプリセット情報を通信ＩＦ４２を介して超音波診断装置に送信する。また、超音波診
断装置から出力されるプリセット情報を通信ＩＦ４２を介して取得してデータベース部４
６に登録する。このような構成により、例えば、超音波診断装置（１）で設定されたプリ
セット情報をサーバ４０に登録しておき、必要に応じて超音波診断装置（２）,（３）に
おいて、超音波診断装置（１）で設定されたプリセット情報を利用することが可能になる
。サーバ４０が複数個存在してもよい。
【００２６】
データベース部４６は、登録されるプリセット情報に応じた、画像用プリセットデータ・
データベース（画像用ＰＲＳ・ＤＢ）５０、特定患者用プリセットデータ・データベース
（特定患者用ＰＲＳ・ＤＢ）５２、特定検査者用プリセットデータ・データベース（特定
検査者用ＰＲＳ・ＤＢ）５４、及び、超音波画像データベース（超音波画像ＤＢ）５６を
有している。
【００２７】
ここで、プリセット情報について説明する。プリセット情報とは候補データセットと設定
データセットの総称である。候補データセットは、サーバ４０のデータベース部４６に登
録される複数のデータセットであり、各候補データセットは複数の候補項目データで構成
されている。各候補項目データは超音波診断装置の装置設定の設定値、つまり動作パラメ
ータに対応している。設定データセットは、複数の候補データセットに基づいてデータセ
ット生成部２０で生成される一つのデータセットであり、複数の設定項目データで構成さ
れている。つまり、データセット生成部２０は候補項目データを設定項目データとして割
り当てることで、超音波診断装置の動作を規定する設定データセットを生成する。
【００２８】
各候補データセットはその内容に応じて複数種類に分類される。つまり、その用途が異な
る複数種類のデータセットとして画像用データセット、特定患者用データセット及び特定
検査者用データセットに分類される。表１に、画像用データセットの設定項目を示す。
【００２９】
【表１】
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画像用データセットは、特定の患者に対する超音波画像毎に設けられるデータセットであ
り、ディスプレイ１６に超音波画像を表示する際、超音波診断装置の装置設定を画像作成
時と同じ設定状態に再現するための情報である。画像用データセットには、画像作成時の
探触子型名、フォーカス位置及び表示レンジ等、画像作成における超音波診断装置の装置
設定内容に対応した設定項目が存在する。検査者は超音波画像の作成時、これら各設定項
目に対する設定値を候補項目データとしてサーバ４０に登録する。画像用データセットの
設定項目は表１に示す項目に限定されるものではなく、また、超音波画像のモード（Ｂモ
ード、Ｍモード、Ｄモード、カラーモードなど）毎に異なる設定項目を設けてもよい。
【００３０】
表２に、特定患者用データセットの設定項目を示す。
【００３１】
【表２】
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特定患者用データセットは、患者毎に設けられるデータセットであり、超音波診断装置に
よる診断の際に患者固有の装置設定を実現するための情報である。特定患者用データセッ
トには、患者診断時の画面表示状態の設定や計測項目の設定等、診断時における超音波診
断装置の装置設定内容に対応した設定項目が存在する。また、画像用データセットと同じ
設定項目も含まれている。検査者は、診断中あるいは診断直後にこれら各設定項目に対す
る設定値を候補項目データとしてサーバに登録する。特定患者用データセットの設定項目
は表２に示す項目に限定されるものではなく、また、同じ患者に対して診断内容毎に異な
る設定項目を設けてもよい。
【００３２】
さらに、特定検査者用データセットが設けられてもよい。つまり、「画面表示状態の設定
」や「測定項目の設定」等について、検査者毎に所望の項目データを候補項目データとし
てサーバに登録しておくことで、超音波診断装置を複数の検査者で利用する場合に、利用
する検査者に対応した設定状態を容易に再現可能になる。
【００３３】
データベース部４６内の画像用ＰＲＳ・ＤＢ５０には画像用データセットが保存され、特
定患者用ＰＲＳ・ＤＢ５２には特定患者用データセットが保存され、特定検査者用ＰＲＳ
・ＤＢ５４には特定検査者用データセットが保存される。さらに、超音波画像ＤＢ５６に
超音波診断装置で作成した超音波画像データを登録しておくことで、超音波診断装置は超
音波画像ＤＢ５６内から所望の画像データを取得して、この画像データによる超音波画像
をディスプレイ１６に表示することができる。
【００３４】
次に、図１の超音波医療システムにおけるプリセット機能に関する各部の動作について説
明する。
【００３５】
（１）候補データセットの登録について
【００３６】
ユーザである検査者は超音波診断装置の操作パネル２６を利用して超音波診断装置の各種
装置設定を行い所望の診断を実施する。例えば、Ｂモード画像を取得する場合、操作パネ
ル２６を利用して超音波診断装置をＢモード画像の取得状態に設定し、さらに、画像取得
に必要なフォーカス位置／表示レンジ／超音波ビーム方向等の装置設定を行い所望の超音
波画像を取得する。
【００３７】
これら装置設定の設定値を候補データセットとしてサーバ登録する場合、ユーザは操作パ
ネル２６を利用してサーバ登録する旨を入力する。さらに、ユーザはどの種類の候補デー
タセットとして登録するのかを入力する。超音波診断装置は、ユーザからの外部入力指示
が超音波画像固有の候補データセットとして登録する指示である場合、これら設定値に対
して画像固有の情報であることを識別する検索キーを添付した画像用データセット（表１
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参照）を作成する。また、診断対象である患者固有の候補データセットとして登録する指
示である場合は患者固有の情報であることを識別する検索キーを添付した特定患者用デー
タセット（表２参照）を作成し、検査者固有の候補データセットとして登録する指示であ
る場合は検査者固有の情報であることを識別する検索キーを添付した特定検査者用データ
セットを作成する。
【００３８】
そして、超音波診断装置は、作成したデータセットをＬＡＮケーブル６０を介してサーバ
４０に出力する。この際、取得した超音波画像の画像データもサーバに出力する。ＬＡＮ
ケーブル６０に出力するデータセットは、例えば、ｗ３ｃで規格化されているＸＭＬ文書
フォーマットといった標準規格を利用すると異機種間でのデータセット共有に都合がよい
。
【００３９】
サーバ４０の制御ＣＰＵ４４は、通信ＩＦ４２を介してサーバ４０に入力されるデータセ
ットを、このデータセットに付された検索キーに基づいてどの種類のデータセットなのか
を判断してデータベース部４６に登録する。つまり、入力されるデータセットが画像用デ
ータセットであれば画像用ＰＲＳ・ＤＢ５０に登録し、特定患者用データセットであれば
特定患者用ＰＲＳ・ＤＢ５２に登録し、特定検査者用データセットであれば特定検査者用
ＰＲＳ・ＤＢ５４に登録する。また、超音波画像の画像データは超音波画像ＤＢ５６に登
録する。
【００４０】
表３は、画像用ＰＲＳ・ＤＢ５０のデータリストを示している。
【００４１】
【表３】

表３において、画像用データセット「ＰＲＳ００１－２００１１０２９－０１」には、作
成日付／作成時刻とともに、この画像用データセットに対応する画像データのデータ名「
ＩＭＧ００１－２００１１０２９－０１」が対応付けられている。
【００４２】
表４は、特定患者用ＰＲＳ・ＤＢ５２のデータリストを示している。
【００４３】
【表４】
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表４において、特定患者用データセット「ＰＲＳ００１」には、作成日付／作成時刻とと
もに、この特定患者用データセットに対応する患者の患者ＩＤ「００１」が対応付けられ
ている。
【００４４】
特定検査者用ＰＲＳ・ＤＢ５４に登録される複数の特定検査者用データセットの各々には
検査者ＩＤが対応付けられている。また超音波画像用ＤＢ５６に登録される複数の画像デ
ータの各々には画像データ名、及び、この画像データの取得の際に設定した画像用データ
セットが対応付けられている。以上のようにして各データベースに候補データセットが登
録される。
【００４５】
（２）候補データセットの取得及び設定データセットの生成について
【００４６】
サーバ４０に登録されている特定検査者用データセットを利用する場合、検査者は超音波
診断装置の操作パネル２６から検査者ＩＤを入力する。データセット取得部２８は入力さ
れた検査者ＩＤに対応する検索キーを通信ＩＦ３０を介してサーバ４０へ送信する。サー
バ４０は受信した検索キーに対応する特定検査者用データセットがデータベース部４６に
存在する場合、この特定検査者用データセットを超音波診断装置へ送信する。対応する特
定検査者用データセットが存在しない場合、データセットが無い旨を超音波診断装置に通
知する。
【００４７】
特定患者用データセットを利用する場合、検査者は超音波診断装置の操作パネル２６から
患者ＩＤを入力する。データセット取得部２８は入力された患者ＩＤに対応する検索キー
をサーバ４０へ送信する。サーバ４０は受信した検索キーに対応する特定患者用データセ
ットがデータベース部４６に存在する場合、この特定患者用データセットを超音波診断装
置へ送信する。対応する特定患者用データセットが存在しない場合、データセットが無い
旨を超音波診断装置に通知する。
【００４８】
超音波画像を利用する場合、検査者は利用する超音波画像の画像データ名を超音波診断装
置の操作パネル２６から入力する。データセット取得部２８は入力された画像データ名を
サーバ４０に送信する。サーバ４０は受信した画像データ名に対応する画像データ及びこ
の画像データに対応する画像用データセットがデータベース部４６に存在する場合、これ
ら画像データ及び画像用データセットを超音波診断装置へ送信する。対応する画像データ
や画像用データセットが存在しない場合、データが無い旨を超音波診断装置に通知する。
このように、超音波診断装置のデータ取得部２８は検査者からの外部入力指示に応じて各
種データセットをサーバ４０から取得する。
【００４９】
超音波診断装置のデータセット生成部２０は、サーバ４０から取得した候補データセット
に基づいて設定データセットを生成する。候補データセットである画像用データセット、
特定患者用データセット及び特定検査者用データセットはそれぞれ複数の候補項目データ
を有している（表１、２参照）。各候補データセットが有している各候補項目データは超
音波診断装置の動作パラメータに対応しており、これら候補項目データを設定データセッ
トの設定項目データに割り当てることで、超音波診断装置のプリセット動作を規定する設
定データセットが生成される。
【００５０】
各候補データセットが有している複数の候補項目データの各々が異なる動作パラメータに
対応している場合、つまり候補項目データに重複がない場合、全ての候補項目データを設
定項目データとする設定データセットを生成すればよい。しかし候補項目データに重複が
ある場合、例えば、画像用データセットに設定項目「フォーカス位置」が存在し、特定患
者用データセットにも設定項目「フォーカス位置」が存在し、これらの設定値が異なる場
合にはいずれかの設定値を選択して設定項目データとする必要がある。
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【００５１】
図２は、データセット生成部における設定データセットの生成手法を説明するための図で
ある。画像用ＰＲＳ・ＤＢ５０には複数の画像用データセットが登録されており、その中
の一つを画像用データセットαとする。この画像用データセットαは設定項目Ａ，Ｂ，Ｃ
，Ｄを有している。各設定項目に対応する候補項目データはそれぞれａ1，ｂ1，ｃ1，ｄ1

である。特定患者用ＰＲＳ・ＤＢ５２には複数の特定患者用データセットが登録されてお
り、その中の一つを特定患者用データセットβとする。この特定患者用データセットβは
設定項目Ａ，Ｃ，Ｅ，Ｆを有している。各設定項目に対応する候補項目データはそれぞれ
ａ2，ｃ2，ｅ2,ｆ2である。
【００５２】
画像用データセットα及び特定患者用データセットβから設定データセット７０を生成す
る場合、画像用データセットαが有している設定項目及び特定患者用データセットβが有
している設定項目から、設定データセットの設定項目としてＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆを生
成する。設定項目Ａには、画像用データセットαの候補項目データａ1と特定患者用デー
タセットβの候補項目データａ2とが重複している。同様に設定項目Ｃには、画像用デー
タセットαの候補項目データｃ1と特定患者用データセットβの候補項目データｃ2が重複
している。その他の設定項目には重複がないため、設定項目Ｂには画像用データセットα
の候補項目データｂ1が、設定項目Ｄには画像用データセットαの候補項目データｄ1が、
設定項目Ｅには特定患者用データセットβの候補項目データｅ2が、設定項目Ｆには特定
患者用データセットβの候補項目データｆ2が、それぞれ割り当てられている。
【００５３】
設定項目Ａや設定項目Ｃのように、候補項目データに重複がある場合の設定値の選択はユ
ーザに委ねてもよい。つまり設定項目Ａについて設定値ａ1又はａ2の選択画面を超音波診
断装置のディスプレイに表示してユーザにいずれかの設定値を選択決定させる。
【００５４】
設定値の選択は予め決定されたデータセットの種類ごとの優先順位に従って、超音波診断
装置が自動的に行ってもよい。例えばデータセットの優先順位として、画像用データセッ
トを第一優先、特定患者用データセットを第二優先として予め決定している場合、設定項
目Ａについて画像用データセットαの候補項目データであるａ1を優先採用し、設定項目
Ｂについても画像用データセットαの候補項目データであるｃ1を優先採用する。さらに
、設定値の選択はデータセットの取得順序に従ってもよい。つまり、画像用データセット
αを取得した後、特定患者用データセットβを取得した場合、後に取得した特定患者用デ
ータセットの候補項目データを優先採用してもよい。さらに、設定値の選択はデータセッ
トの作成日時を参照して、より新しい作成日時のデータセットの候補項目データを優先し
て採用してもよい。優先順位に従って選択した結果、同一優先順位のデータセットが存在
するかもしれない。例えば、同じ作成日時のデータセットが重複する場合にはユーザに選
択を委ねればよい。
【００５５】
以上のようにして、図１におけるデータセット生成部２０で生成された設定データセット
はデータ設定部２２に出力され、データ設定部２２は設定データセットをプリセットメモ
リ２４に保存する。制御ＣＰＵ１８はプリセットメモリ２４に保存された設定データセッ
トに基づいて超音波診断装置の動作を制御する。プリセットメモリ２４には現在の設定デ
ータセットのみではなく、過去の設定データセットを保存しておいてもよい。設定データ
セットの変更履歴を保存しておくことは過去の設定状態を再現したい場合に有効である。
【００５６】
上記実施形態においては、プリセット機能に関する各部が超音波診断装置に組み込まれた
構成を示したが、超音波診断装置の外部に設けられてもよい。つまり図１のデータセット
生成部２０、データ設定部２２、プリセットメモリ２４及びデータセット取得部２８は、
その一部または全てが超音波診断装置外部に設けられてもよい。
【００５７】
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さらに、上記実施形態においては、超音波診断装置とデータベース手段であるサーバがＬ
ＡＮケーブルを介して接続された構成を示した。本発明はこのような構成に限定されるも
のではなく、超音波診断装置の内部にデータベース手段が組み込まれた構成でもよい。ま
た、データベース手段を有する超音波診断装置と他の超音波診断装置がＬＡＮケーブルで
接続され、データベース手段を共有する構成であってもよい。
【００５８】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、複雑な装置設定情報が登録可能でしかも使い勝手
のよい装置設定機能を有する超音波医療システムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る超音波診断システムの全体構成を示すブロック図である。
【図２】　データセット生成部における設定データセットの生成手法を説明するための図
である。
【符号の説明】
２０　データセット生成部、２２　データ設定部、２４　プリセットメモリ、２８　デー
タセット取得部、４０　サーバ、４６　データベース部、５０　画像用ＰＲＳ・ＤＢ、５
２　特定患者用ＰＲＳ・ＤＢ、５４　特定検査者用ＰＲＳ・ＤＢ、５６　超音波画像ＤＢ
。

【図１】 【図２】
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